
豊
か
な
大
地
で
育
ま
れ

る
米
や
麦
、
野
菜
。
特

に
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
は
県
内
で
も

有
数
の
産
地
で
す
。
ま

た
柑
橘
を
中
心
と
し
た

果
物
類
、
キ
ク
類
・
洋

ラ
ン
・
バ
ラ
な
ど
四
季

折
々
の
花
も
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。

幅
広
い

 

農
産
物
を
生
産

06 07

海と山に囲まれた糸島の大地。対馬暖流がもたらす温暖

な気候に恵まれ、多品種の農畜水産物を豊かに育んでい

ます。「糸島ブランド」として全国に発信する一方で、生産

方法や漁法の伝承あるいは改善、環境保護などで次世代

へ持続可能な農畜水産業を支える取り組みもしています。

販
売
農
家
1,
5
2
3
戸

（
Ｈ
27
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

と
漁
業
者
4
2
9
人
（
H

25
漁
業
セ
ン
サ
ス
）が
、

食
の
糸
島
ブ
ラ
ン
ド
を
支

え
て
い
ま
す
。

糸
島
の

 

食
を
支
え
る
人

糸
島
市
内
に
は
12
も
漁
港

が
あ
り
、
二
双
吾
智
網
、

カ
キ
養
殖
、一
双
吾
智
網
、

一
本
釣
り
、さ
し
網
な
ど
、

先
人
た
ち
が
守
り
続
け
た

伝
統
漁
業
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

12
の
漁
港

カキ

タイ

サワラ

牛

ねぎ

かぶ

蕾菜

オクラ

いちご

七草

なす

アスパラガス

レタス

キャベツ

花

ぶどう

もも

柑橘

柿

トマト

ケール

菜の花

小ねぎ

水耕ねぎ

大根

「糸島ブランド」の
 豊かな糸島産の農畜水産物

糸島の農畜水産糸島の農畜水産
今今編編

豚

漁港

海
藻
の
減
少
を
抑
え
る

た
め
に
食
害
生
物
の
ガ

ン
ガ
ゼ
ウ
ニ
を
駆
除
し
、

資
源
を
守
る
た
め
に
毎

年
ク
ロ
ア
ワ
ビ
や
赤
ウ

ニ
の
稚
貝
、
ク
ル
マ
エ

ビ
種
苗
等
を
放
流
す
る

な
ど
、
好
漁
場
の
環
境

を
後
世
に
残
す
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

恵
の
海
の

 

環
境
を
守
る

きゅうり

ブロッコリー

今
編
今
編

山
と
の
距
離
が
近
い
糸
島

の
海
。
森
の
栄
養
分
を
含

ん
だ
水
が
海
へ
と
流
れ
込

み
や
す
く
、
糸
島
カ
キ
が

よ
く
育
ち
ま
す
。
毎
年
10

月
下
旬
〜
3
月
末
頃
ま
で

は
カ
キ
小
屋
が
大
人
気
。

4
漁
港
に
約
27
軒
の
カ
キ

小
屋
が
立
ち
並
び
ま
す
。

カ
キ
小
屋

雷 山

可也山

高祖山

桜井川

川原川
多久川

瑞
梅
寺
川

雷
山
川

長
野
川

立石山

姫島

羽金山

浮 嶽

白
糸
の
滝

井原山

一
貴
山
川 川

付
川

味
と
肉
質
の
良
さ
に
定
評

が
あ
る「
糸
島
豚
」「
糸
島
牛
」

や
、
糸
島
の
酪
農
家
が
こ
だ

わ
っ
て
作
っ
た
乳
製
品「
伊

都
物
語
」な
ど
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

愛
情
込
め
て
飼
育
す
る

 

畜
産
農
家


